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令和３年、医療的ケア児の支援に関する法律「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律」が施行されました。
医療的ケア児とその家族の生活は「社会全体で支援しなければならない」とされています。
今回は、さまざまなデータを通して、医療的ケア児とその家族がおかれている状況をみていきます。

※「医療的ケア児」とは。医学の進歩を背景として、NICU（新生児集中治療室）などに長期入院した
後、引き続き人工呼吸器や胃ろうなどを使用し、たんの吸引や経管栄養などの医療的ケアが日常的に必
要な児童のことを言います。  

【医療的ケア児の実態】

Memo 

資料：「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律」について（厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課 障害
児・発達障害者支援室作成. https://www.mhlw.go.jp/content/12601000/000794739.pdf （2023/10/01時点)

①在宅の医療的ケア児の推計値（0-19歳）
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②年齢階級別の医療的ケア児数の年次推移＜推計値＞

資料：厚生労働科学研究費補助金障害者政策総合研究事業「医療的ケア児に対する実態調査と医療・福祉・保健・教育等の連携に関
する研究（田村班）」の協力のもと障害福祉課障害児・発達障害者支援室で作成

全国の在宅医療的ケ
ア児の数は年々増加
傾向にあります。

③年齢階級別の人工呼吸器を必要とする
こどもの数の推移＜推計値＞



【医療的ケア児を支える家族のストレス要因】
医療的ケアを必要とする重症心身障害児の保護者にとって、介護負担が高いことに関連する因子の一つとして、同胞の
存在が言われています（Yotani, 2014）。医療的ケア児の家族もまた、悩みや不安を抱えています。

資料：「医療的ケア児とその家族の生活実態調査報告書」（厚生労働省 令和元年度障害者総合福祉推進事業（2020年３月）三菱UFJリサーチ＆コンサ
ルティング

注）「きょうだい児がストレスを抱えているように感じる」、「きょうだい児の授業参観や学校行事に参加できない」、「きょうだい児の用事（予防接種等）に
あてる時間がない」は、同居家族にきょうだい児が含まれる人のみたずねている。

①家族（保護者）の抱える生活上の悩みや不安など



【学校や園の様子】
学校や幼稚園、保育園に通う医療的ケア児や家族の様子もデータから見ていきます。





①介助を要する兄弟姉妹と同居しているこどもの割合

コメント

②現在、日常生活で悩みやストレスがありますか？

• 中学生に相当する年齢のこどもに比べ、より高年齢のこどもについて、割合が高くなる傾向がみられました。
（12-15歳で40%、15-18歳で50%、18-19歳は48%）

介助を要する兄弟姉妹と
同居している

介助を要する兄弟姉妹と
同居していない

③健康上の理由で、学校や仕事などを休まざるを得なかった日がありますか？

【家族（きょうだい）の抱える悩みやストレス】
国民生活基礎調査（2019年）の資料をもとに、介助が必要な兄弟姉妹のいるこどもの特徴が見えてきました。
（該当数が小さいこともあり、参考値としてご覧ください）

「国民生活基礎調査」とは。日本国民の健康状態や世帯状況などを把握し、政策を企画立案するた
めの基礎資料を得ることを目的にした調査です。３年ごとに大規模調査が実施されており、日本全国の
数十万世帯を対象としています。

Memo 

17,411世帯、 27,511名中 471名

1.7 ％ 

10.5 ％ 

このうち「相談したいが誰にも相談
できないでいる」「どこに相談したらよ
いかわからない」と回答したこどもは
7％でした。

小児医療の進歩とともに多くの命が助かるようになりました。その一方で、医療的ケア児の数は20,000
人を超え、この15年で2倍に増加しています。中でも人工呼吸器を必要とするこどもは、2010年は10
人に1人であったものが、2021年は4人に1人と在宅で必要とする医療の重症度が上がっています。こう
した中、医療的ケア児支援法が施行され、医療・福祉・教育の支援体制が進み、在宅診療体制やレ
スパイトなどの福祉の体制が少しずつ整い、最近は普通学級に通うこどもたちも増えてきています。

（成育こどもシンクタンク/総合診療部 緩和ケア科 医師 余谷暢之）

その一方で、医療的ケア児とその家族は、社会の一員としての社会活動への参加はまだ十分でない可能性があります。支
援法の理念として、「医療的ケア児及びその家族に対する支援は、医療的ケア児の日常生活及び社会生活を社会全体
で支えること」が謳われています。地域社会の一員としてこどもと家族が参画できるような体制整備が今後求められていると
考えます。
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